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市の人口

（昭和58年9月1日現在）

世帯数50，552世帯（前月比81世帯増）

人口159，962人（前月比395人増）

男79，746人

女80，216人

九
月
二
十
一
日
か
ら
秋
の
交

通
安
全
運
動
か
全
国
亘
斉
に

行
わ
れ
ま
す
。

今
年
の
一
月
か
ら
七
月
ま
で

に
市
内
で
起
き
た
交
通
事
故
は

四
百
九
十
件
、
昨
年
同
時
期
に

比
べ
る
と
五
十
四
件
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

事
故
に
よ
る
負
傷
者
の
多
く

は
お
年
寄
り
や
子
が
召
ず
が
、

最
近
ミ
ニ
バ
イ
ク
の
女
性
も
増

え
て
き
て
い
ま
す
。

五
十
八
年
上
半
期
（
一
月
か

皇
八
月
）
の
交
通
白
書
で
も
、

宇
治
警
察
署
管
内
で
発
隼
し
た

事
故
の
約
半
数
が
ミ
ニ
バ
イ
ク

や
自
転
車
に
関
係
し
た
も
の
と

な
っ
て
い
毒
了
。

吏
紘
生
原
因
で
は
、
出
合

い
頭
、
右
、
左
折
時
の
衝
突
が

全
体
の
六
六
％
、
子
芦
も
で
は

今
日
の
ご
み
は
明
日
の
資
源
に

清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
の
柱
と
い
え
る
清
掃
事
業
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
で
改
善
、
充
実
さ
れ
て
き
て

い
ま
す
。
省
資
源
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
各
家
庭
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
今
日
、
ご
み
も
資
源
と
し
て
見
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
き
ょ
う
九
月
二
十
一
日
か
ら
清
掃
週
間
が
は
じ
ま
り
ま

す
。
こ
の
機
会
に
家
族
で
ご
み
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
よ
う
。

飛
び
出
し
と
自
転
車
の
事
故
が

半
数
か
正
回
っ
て
い
圭
ｙ
。

歩
行
者
も
運
転
者
も
正
し
い

交
通
ル
ー
ル
と
交
通
マ
ナ
ー
に

加
凡
て
、
ゆ
ず
り
合
う
心
で
事

故
名
？
さ
な
い
ぷ
フ
に
し
ま

し
ょ
う
。

市
で
は
、
交
通
安
全
対
策
協

秋
の
交
通
安
全
運
動
始
ま
る

▼
安
全
運
転
の
確
保
、
特
に
安

全
速
度
の
励
行
と
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
笞
用
の
推
進
。

期
間
中
、
市
と
宇
治
警
察
署
、

及
び
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で

三
色
パ
ト
ロ
ー
ル
夕
実
施
し
ま

す
。
ま
た
次
の
よ
之
浩
器
－

動
や
交
通
安
全
の
催
し
か
将
い

整とんされて出されたごみ…昨年は清掃車約2万

1千台分収集。作業中の清掃車（広野町で）

－
ド
〉

▼
と
き
・
：
9
月
2
2
日
田
、
午

後
2
時
～
4
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
日

産
車
体
前
か
ら
近
鉄
大
久
保
駅

を
経
て
ニ
チ
イ
大
久
保
店
前
。

〈
空
か
ら
交
通
安
全
啓
も
う
〉

▼
と
き
・
・
・
9
月
2
6
日
囲
、
午

前
1
0
時
Å
‥
‥
一
時
▼
内
容
・
：
府
警

正
し
く
乗
ろ
う
ミ
ニ
バ
イ
ク

議
会
を
中
心
に
、
次
の
三
つ
を

目
標
に
運
動
を
進
め
て
い
套
す
。

▼
歩
行
者
及
び
自
転
車
利
用
者
、

特
に
そ
Ｅ
と
お
年
寄
り
の

交
通
事
故
防
止
。

▼
二
輪
車
の
安
全
利
用
、
特
に

交
差
点
で
の
安
全
確
認
と
ヘ

ル
メ
″
卜
着
用
の
励
行
。

ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

〈
交
通
安
全
早
朝
啓
蒙
〉

・
▼
と
き
・
・
・
9
月
2
1
日
陶
、
午

前
7
時
半
Ｉ
8
時
半
▼
と
こ
ろ

・
：
京
阪
宇
治
、
近
鉄
大
久
保
・

小
倉
各
駅
前
。

〈
府
警
吝
楽
隊
交
通
安
全
パ
レ

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
メ
ッ
セ

ー
ジ
。

〈
自
転
車
・
ミ
ニ
バ
イ
ク
の
無

料
整
備
点
検
〉

▼
第
1
回
…
9
月
2
4
日
出
、

大
力
餅
食
堂
駐
車
場
（
小
倉
町

神
楽
田
）
▼
第
2
回
…
9
月
2
6

日
囲
、
宇
治
シ
ョ
″
プ
セ
ン
タ

市
で
は
現
在
、
各
家
庭
か
ら
日
常
出
さ
れ
る
燃
え
る
ゴ
ミ
は
週
二
回
、
燃
え
な
い
ご
み
は
月
二
回
定
期
収
集
し
て
い
ま
す
。
ま
た
各
家
庭
の
臨
時
ご
み
は
随
時
、
飲
食
店
な
ど
の
小
規
模
な
事
業
所
の
ご
み
も
そ
れ
ぞ
れ
有
料
で
収
渠
。
こ
の
ほ
か
、
犬
猫
な
ど
の
死
体
（
飼
い
犬
、
飼
い
猫
な
ど
の
場
合
は
有
料
）
、
町
内
の
み
ぞ
掃
除
に
よ
る
土
も
収
集
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
ご
み
の
減
量
と
資
源
の
有
効
利
用
か
図
る
た
め
に
古
紙
回
収
事
業
、
不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー
を
実
施
、
推
進
し
て
い
ま
す
。

ご
み
減
量
で
財
源
を
有
効
に

人
間
の
暮
ら
し
が
ど
ん
な
に
文
明
化
し
ぷ
つ
と
無
く
な
ら
な
い
の
が
ご
み
で
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
ご
み
へ
の
対
応
ひ
と
つ
で
、
い
っ
そ
う
快
適
な
暮
ら
し
を
お
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
漠
然
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
提

法定速度を守ろう

謳
言
さ
れ
て
以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
ご
み
の
有
効
利
用
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
基
本
と
な
る
の
は
減

量
で
す
。

五
十
七
年
度
に
市
内
の
家
庭
か

ら
出
た
ご
み
の
量
は
三
万
二
千
ノ
、

街
夕
走
っ
て
い
る
清
掃
車
で
、
お

よ
そ
二
万
一
千
三
百
台
分
。

四
十
七
年
度
は
二
万
一
千
ノ
で

す
か
ら
こ
の
十
年
間
で
約
一
・
五

倍
に
。

そ
こ
で
、
市
民
ひ
菅
糸
一
日

五
十
河
の
ご
み
（
卵
一
個
分
の
重

さ
）
か
減
ら
す
三
年
間
で
十
八

キ
ロ
、
市
の
人
口
が
約
土
（
万
人

で
す
か
ら
市
全
体
で
は
、
二
千
八

百
ノ
、
一
割
弱
の
減
量
が
回
蚤

す
。
清
掃
車
で
、
お
よ
そ
一
千
八

百
台
分
に
当
り
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
ご
く
わ

ず
か
で
も
毎
日
ご
み
か
減
ら
す
と
、

年
間
で
は
、
か
な
り
の
量
に
な
り

ま
す
。
当
然
処
理
に
要
す
る
費
用

も
軽
減
さ
れ
そ
の
分
学
校
建
設
や

道
路
整
備
、
公
園
造
成
な
ど
他
の

公
共
事
業
を
進
め
る
財
源
に
な
り

李
ｙ
。
貴
重
な
市
の
財
源
は
、
少

し
で
も
有
効
に
使
い
た
い
も
の
で

す
。役

立
っ
て
い
ま
す

古
紙
回
収
事
業

不
川
品
情
報
セ
ン
タ
ー

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
約
半
分

は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
で
す
。

他
の
家
庭
で
は
必
要
と
し
て
い
る

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
協
力
を
得
て
、
ご
み
の
不
法

投
棄
の
監
視
に
努
め
て
い
ま
す
。

窄
当
地
や
山
間
部
な
ど
ご
み

を
不
法
投
棄
し
や
す
い
場
所
に

は
、
禁
止
冷
呼
び
か
け
る
看
板

を
立
て
パ
ト
ロ
ー
ル
を
ず
る
な

芦
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。
ご

み
を
不
法
に
捨
て
て
い
る
現
場

か
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
に
清
掃
事

務
所
（
ａ
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

緊
急
の
場
合
は
、
警
察
の
1
1

0
番
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
通

も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ポ
イ
と

捨
て
る
前
に
も
う
一
度
見
直
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

古
紙
回
収
事
業
は
五
十
年
八
月
、

八
十
七
の
町
内
会
、
自
治
会
な
ど

の
協
力
を
得
て
警
足
。
現
在
百
四

土
ハ
の
団
体
の
協
力
を
得
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

回
収
し
た
古
紙
は
紙
製
品
に
再

生
。
パ
ル
プ
の
節
約
と
な
り
貴
重

な
森
林
穴
原
の
保
護
に
も
役
立
つ

こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
家
具
、
電
気
製
品
、
子

ｙ
ｒ
）
用
品
な
μ
蛋
だ
ま
だ
使
用
で

き
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー
は
五
十

六
年
六
月
に
開
設
以
来
、
月
平
均

六
十
件
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
、
「
こ

ん
な
品
物
か
譲
っ
て
ほ
し
い
、
譲

り
た
い
」
と
交
換
リ
サ
イ
ク
ル
に

役
立
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
八
月

に
は
八
百
件
を
突
破
。
市
民
の
生

活
の
中
に
管
実
に
根
か
張
っ
て
き

て
い
ま
す
。

古
紙
回
収
事
業
は
清
掃
事
務
所
、

不
用
・
回
報
セ
ン
タ
ー
（
開
設
は

六
、
七
、
八
月
と
十
二
、
一
、

二
月
の
間
）
は
、
商
工
観
光
課
へ
。市民の協力を得て古紙回収

（府営西大久保団地で）

報
し
て
い
た
だ
く
と
き
は
、
日

時
、
場
所
、
内
容
物
、
車
の
ナ

ン
バ
ー
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

通報ください必ず底に穴をあける

ごみの
不法投棄

ごみは安全

に出しましよう中味は完全に空にする

ご
利
用
を

み
ぞ
掃
除
の
容
器

快
適
な
叫
つ
く
り
に
欠
か

せ
な
い
の
が
み
ぞ
掃
除
で
す
。

現
在
、
町
内
会
な
ど
で
そ
れ

ぞ
れ
実
施
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
市
で
は
、
み
ぞ

掃
除
専
用
に
土
砂
な
ど
か
す
ハ

れ
る
容
器
を
お
貸
し
し
て
い

ま
す
。
お
申
し
込
み
、
お
問

い
合
わ
せ
は
清
掃
事
務
所
（
容

⑩
3
1
4
1
）
へ
。

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
自
Ｉ
Ｉ
Ｉ

自
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
自
Ｉ
Ｉ
－
Ｉ
Ｉ

ごみ袋が破れてごみを頭からま・ともにか

ぷり角膜炎を起こしたり、鉄粉が目に刺さ

ったり、ごみ袋の中のガラスの破片や竹ぐ

しでの負傷は、作業をする者にとって悩み

の種です。

ごみを出すときのちよっとした配慮が、

収集処理を安全でスムーズにします。出す

前にもう一度見直しましょう。

‐
を
1
1
1
自
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
－
‐
－
Ｉ
Ｉ
ａ
1
1
－
‐
1
1
1
1
ｔ
1
－
1
1
1
1
－
―
Ｉ
Ｉ

折ってから

新聞紙でつつむ

凡昨Ｔ」ゝし
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Ｉ
駐
車
場
（
六
地
蔵
町
並
）
▼

第
3
回
…
9
月
2
7
日
㈹
、
田
中

診
療
所
前
（
宇
治
橋
通
り
）
い

ず
れ
も
午
後
1
時
～
4
時
。

〈
茶
つ
み
娘
の
街
頭
指
導
〉

▼
と
き
…
9
月
2
9
日
田
、
午

後
2
時
～
4
時
▼
と
こ
ろ
…
国

道
2
4
号
線
。
（
交
通
労
政
課
）

9月21日から清掃週間

スプレー

ガラス・陶器

即こつめ

キケンと表示を

快適な環境づく

りを
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9月24日・25日木幡河原隣保館

今
日
の
子
芦
も
の
非
行
は
、

滅
び
な
き
子
芦
も
社
会
の
遊

び
型
非
行
”
だ
と
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
関
連
し
、
子

ど
も
社
会
公
慨
し
ぐ
揺
さ
ぶ
っ

七
い
る
も
の
に
、
。
い
じ
？

と
。
い
じ
や
討
ご
の
問
題
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
け
ん
か

と
は
異
な
り
、
集
団
と
個
人
の

関
係
で
発
生
す
る
ぶ
つ
で
す
。

い
じ
め
行
為
は
、
陰
湿
な
も

の
か
ら
暴
力
的
な
も
の
に
至
る

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
現
れ
ま
す
。

し
か
も
、
い
じ
め
ら
元
た
子
は
、

後
難
を
恐
れ
、
め
っ
た
に
親
や

教
師
に
県
庁
ず
、
悩
ん
だ
末

に
、
『
こ
こ
ろ
』
の
電
話
に
助

け
奎
氷
め
て
き
ま
す
。

相
談
事
例
と
し
て
、
小
学
生

の
男
子
か
ら
、
「
み
ん
な
が
僕

「
解
放
に
向
か
っ
て
限
り
な
き

前
進
か
7
・
（
子
μ
石
だ
ち
と
町
づ

く
り
）
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
八
回

解
放
文
化
祭
（
同
実
行
委
員
会
主

催
）
が
、
木
幡
河
原
隣
保
館
で
二

十
四
日
出
と
二
十
五
日
面
（
両
日

と
も
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
）

の
二
日
間
、
開
か
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
「
十
年
前
の
地
域

模
型
づ
く
り
」
や
、
ス
ラ
イ
ド
「
河

原
の
あ
ゆ
み
」
の
製
作
、
上
映
な
ど

解
放
へ
の
願
い
を
こ
め
た
内
容
が

解
放
に
向
か
っ
て

限
り
な
き
前
進
を

～5～

を
赤
痢
菌
や
／

言
う
て
、
机
の

中
に
パ
ン
く
ず

や
死
ん
だ
ゴ
キ

「
お
ほ
さ
ん
は
・
：
（
沈
黙
）
」

中
学
生
男
子
で
は
、
「
僕
、

よ
く
解
剖
さ
れ
る
ん
や
」
…
解

剖
っ
て
何
の
こ
と
9
・
・
：
「
寄
っ

て
た
か
っ
て
脱
が
さ
れ
る
ん
や
。

そ
れ
も
女
の
子
の
前
で
」
・
・
・
他

の
牛
徒
は
9
・
…
「
注
意
し
た
ら

自
分
が
や
ら
れ
る
か
ら
、
見
て

見
ぬ
ふ
り
や
。
こ
れ
以
上
、
恥

反
響
を
呼
び
ま
し
た
が
、
今
回
も

「
教
育
（
人
づ
く
り
）
」
と
「
町

づ
く
り
」
を
め
ざ
し
た
取
り
組
み

を
中
に
心
に
、
地
域
活
動
の
作
品
展

示
や
人
形
劇
な
ど
の
出
に
も
の
、

キ
ュ
ー
ピ
ー
ド
ー
ル
づ
く
り
や
、

模
擬
店
、
映
画
な

ど
多
彩
な
催
し
が

▲人形劇に見入る子どもたち（昨年の解放文化祭から）

予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。実

行
委
員
会
で

は
、
部
落
問
題
の

理
解
と
認
昼
忌
一

め
、
差
別
の
な
い

社
会
を
築
く
た
め

に
、
一
人
で
も
多

く
の
人
が
見
に
来

で
欲
し
い
と
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

部
落
問
題
を
考
え

る
機
会
と
し
て
、

市
民
の
み
な
さ
ん
、

ぜ
ひ
、
文
化
祭
に

お
こ
し
ぐ
だ
さ
い
。

（
木
幡
河
原
隣
保

館
き
⑩
0
5
4
6

・
社
会
教
育
課
）

国
民
年
金

保
険
料
の
追
納
を

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間

に
相
当
す
る
給
付
額
は
、
納
め
た

場
合
に
比
べ
て
三
分
の
一
の
割
合

と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
本
来

の
年
金
額
夕
受
給
で
き
る
ぶ
っ
に
、

免
除
期
間
の
保
険
料
倣
さ
か
の

い
じ
め
つ
子

い
じ
め
ら
れ
っ
子

ブ
リ
孚
ハ
れ
て
い
じ
め
る
ん
や
」

・
：
そ
の
こ
と
、
先
生
に
相
談
し

た
の
…
「
う
ん
、
一
回
だ
け
。

そ
し
た
ら
余
計
に
悪
シ
な
っ
て
、

い
す
や
靴
に
押
し
ピ
ン
入
れ
ら

れ
た
」
1
女
子
で
は
、
「
グ
ル

ー
プ
か
ら
臭
い
、
汚
い
、
ト

イ
レ
で
勉
強
し
い
／
つ
て
言
わ

れ
る
。
近
寄
る
な
っ
て
、
鉛
筆

凛
『
中
突
か
は
る
』
・
：
お
母
さ

ん
は
、
い
ら
っ
し
や
る
の
9
…
・

ず
か
し
い
思
い
は
し
た
く
な
い
。

先
生
に
言
う
て
ほ
し
い
」
1
女

子
生
徒
で
は
、
「
き
の
う
、
学
校

の
便
所
で
リ
ン
チ
さ
れ
た
。
生

意
気
や
、
チ
ク
つ
た
（
告
げ
ロ
）

罰
や
言
う
て
。
髪
の
毛
を
切
ら

れ
た
り
、
土
下
座
さ
せ
ら
れ
た

り
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を

水
に
つ
け
て
背
中
に
ね
じ
込
ま

れ
た
り
。
き
ょ
う
、
学
校
を
休

ん
だ
け
ど
、
明
日
は
・
：
」

ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
が
、
保
険
料
の
追
納
制
度
で

す
。
追
納
で
き

る
の
は
、
過
去

十
年
以
内
の
免

除
期
間
で
、
当

時
の
保
険
料
額

で
追
納
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、

六
十
五
歳
に
達

し
た
場
合
、
ま

た
は
年
金
請
求
後
は
、
追
納
で
き

ま
せ
ん
。
（
保
険
年
金
課
）

納入状況 年金額

納付と免除の合計期間が18年未満

の場合は老齢年金は支給されない。

22年間免除（全期間）179，000円

11年間納付（Ｕ年間免除）351，400円

22年間納付｀（全期間）523，900円

▲免除期間の保険料を追納すれば、

22年間納付の年金額が給付されます。

※この例は、加入期間22年の（大正

12年4月2日生）人のものです。

―
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＜
＾

お
知
ら
せ

子
μ
も
社
会
の
こ
の
問
題
に

対
し
て
、
大
人
は
、
よ
く
あ
る

こ
と
だ
と
軽
く
考
え
て
い
る
節

も
あ
り
ま
す
が
、
登
校
拒
否
、

家
出
、
自
殺
等
の
原
因
に
ま
で

作
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
否
定

で
Ｍ
｝
い
で
し
ょ
う
。
い
じ
め

行
為
に
走
る
八
割
の
子
分
ぼ
、

家
庭
環
境
に
問
題
が
あ
り
、
そ

の
欲
求
不
満
を

外
で
発
散
す
る

と
も
言
わ
れ
ま

す
。
い
じ
め
つ

子
に
は
、
・
面

白
い
か
ら
・
ス
ト
レ
ス
解
消
・

弱
肉
強
食
・
目
立
ち
た
い
な
ど

の
心
理
が
あ
り
、
い
じ
め
ぷ
っ

第
5
回
子
ど
も

手
づ
く
り
文
化
祭

▼
と
き
…
9
月
苔
岫
、
午
前

9
時
か
ら
午
後
4
時
▼
と
こ
ろ
・
：

南
部
小
学
校
、
大
開
小
学
校
、
北

小
倉
小
学
校
▼
作
品
の
受
付
・
搬

入
・
：
当
日
の
午
前
8
時
か
ら
9
時

ま
刄
大
型
作
品
な
ど
で
、
前
日

に
搬
入
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
社

と
思
え
ば
何
に
で
も
理
屈
は
つ

け
ら
れ
る
ぶ
コ
で
す
。
逆
に
、

い
に
ぶ
ｙ
ロ
れ
っ
子
に
は
、
・
弱

く
て
お
と
な
し
い
・
＞
＜
＾
＾
＜
ｒ
＼
じ

型
で
甘
え
っ
子
・
無
低
抗
・
自

我
未
熟
・
良
い
子
ぷ
り
っ
子
・

不
潔
な
ど
の
要
素
が
共
通
し
て

見
ら
れ
車
ふ
、
こ
の
遠
因
を

親
自
4
が
つ
く
り
出
し
て
い
る

場
合
も
あ
り
康
司

子
ど
も
社
会
の

健
全
な
再
生
が
必
要

こ
の
ぶ
つ
に
、
い
じ
の
、
い

じ
め
ら
元
っ
子
の
特
徴
の
背
後

に
は
家
庭
が
あ
り
、
い
じ
め
行

為
の
場
は
主
に
学
校
で
す
。
今

こ
そ
、
父
母
と
教
師
の
気
配
り

と
緊
密
な
連
携
、
そ
し
て
現
代

の
Ｊ
な
び
な
き
子
″
に
も
社
命

の
健
全
な
再
生
が
必
要
で
す
。

会
教
育
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（

社
会
教
育
課
）

第
5
回
宇
治
地
域
整

備
計
画
策
定
協
議
会

地
域
の
住
民
の
み
な
さ
ん
は
、

傍
聴
で
き
ま
す
。

〈
宇
治
地
域
〉
▼
と
き
・
：
9
月
2
1

日
削
、
午
後
7
時
半
か
ら
▼
と
こ

ろ
・
：
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
3
階
大

会
議
室
。
（
企
画
課
）

子
ど
も
と
読
書
を

考
え
る
連
続
講
座

ｙ
日
程
・
と
こ
ろ
・
内
容
…
認

9
月
2
6
日
間
・
宇
治
市
公
民
館
第

人
譲
室
・
「
干
む
に
読
書
の

喜
び
を
」
。
0
1
0
月
3
日
側
・
宇

治
市
公
民
館
第
1
会
議
室
・
「
読

書
力
を
つ
け
る
に
は
」
。
○
1
0
月

7
日
出
・
宇
治
市
公
民
館
3
階
大

会
議
室
・
「
す
す
め
た
い
本
と
選

び
方
」
。
▼
と
き
・
・
・
い
ず
れ
も
午
後

1
時
半
か
ら
3
時
半
▼
対
象
・
：
小

学
校
1
～
4
年
生
の
ヱ
に
ひ
七
を
も

つ
市
民
（
子
ど
も
同
伴
は
豆
淆
一

く
だ
さ
い
）
▼
講
師
・
：
本
と
予
と

も
の
会
会
長
、
吉
井
善
三
郎
さ
ん

▼
定
員
・
・
・
3
0
人
ｙ
申
し
込
み
…
各

講
座
日
の
前
日
ま
で
に
市
民
図
書

室
（
豊
⑩
4
0
4
9
）
へ
。

（
市
民
図
書
室
）

市
民
総
合

体
育
大
会

〈
剣
道
〉

▼
と
き
…
1
0
月
1
6
日
㈲
▼
と
こ

ろ
・
：
気
道
小
学
校
▼
ラ
ン
ク
上

般
個
人
・
団
体
戦
。
少
年
個
人
・

団
体
戦
。
な
お
、
団
体
戦
は
、
1

チ
ー
ム
叉
、
各
団
体
2
チ
ー
ム

以
内
▼
参
加
資
格
・
：
個
人
戦
は
市

民
で
あ
る
こ
と
。
団
体
戦
は
市
内

団
体
在
籍
者
▼
参
加
料
・
：
個
人
四

百
円
、
団
体
二
千
円
（
少
年
の
部

は
無
料
）
▼
抽
選
会
・
：
9
月
2
5
日

㈲
午
後
6
時
、
市
民
会
館
で
▼
申

し
込
み
・
問
い
｛
Ｂ
せ
…
9
月
2
4

日
ま
で
に
｛
器
で
、
宇
治
矢
落
1
3

1
6
福
本
忠
雄
さ
ん
（
ａ
⑩
5
5

1
4
）
へ
。

（
市
民
体
育
課
）

第
8
回子

ど
も
映
画
会

▼
と
き
・
：
9
月
2
4
日
出
、
午
後

2
時
か
ら
3
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
小

倉
公
民
館
▼
上
映
作
品
・
・
・
ふ
ら

い
ぱ
ん
じ
い
さ
ん
（
ア
ニ
メ
、
2
1

分
）
、
バ
ン
ピ
（
ア
ニ
メ
、
1
0
分
）
、

ぽ
く
は
ｓ
Ｌ
を
見
た
（
児
童
劇

映
画
、
4
6
分
）
。

な
お
、
幼
児
に
は
、
必
ず
保
護

者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

（
小
倉
公
民
館
）

和
裁
技
術
（
中
級
）

講
習
会

▼
と
き
・
・
・
1
0
月
1
4
日
か
拐
片

6
日
ま
で
、
毎
週
火
、
水
、
金
曜

日
の
2
1
日
間
（
Ｈ
月
2
日
と
2
3
日

は
除
く
）
。
毎
回
、
午
前
九
時
半

か
ら
午
後
3
時
半
▼
と
こ
ろ
…
働

く
婦
人
の
家
（
城
陽
市
富
野
）
▼

対
象
・
：
働
く
こ
と
か
希
望
す
る
主

婦
と
寡
婦
▼
定
員
：
鳥
人
▼
受
講

料
・
・
・
無
料
（
講
習
材
料
は
各
自
負

担
）
▼
申
し
込
み
・
：
9
月
3
0
日
ま

で
に
、
宇
治
地
方
振
興
局
総
務
課

（
ａ
⑩
2
1
0
1
）
へ
。

（
交
通
労
政
課
）

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

市
で
は
、
七
月
に
、
消
費
生

活
モ
ニ
タ
ー
を
通
じ
、
五
百
人

の
市
民
を
対
象
に
消
費
者
行
政
、

衣
食
住
、
訪
問
販
売
な
ど
に
つ

い
て
、
消
費
牛
活
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
聚
汀
い
ま
し
た
（
回
収
四

百
七
古
人
、
回
収
率
九
四
・

二
包
。
今
回
は
、
洗
剤
の
使
用

状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
芦
茎

す
。大

半
は
合
成
洗
剤

合
成
洗
剤
の
使
用
率
は
、
七

一
・
四
知
で
、
石
け
ん
の
使
用

率
は
二
八
・
六
％
、
昨
年
よ
り

合
成
洗
剤
が
六
・
七
飴
増
、
石

け
ん
も
二
・
七
％
増
で
す
。
こ

れ
は
、
昨
年
の
調
査
の
選
択
岐

に
あ
っ
た
単
分
ず
つ
″
の
項

目
欠
「
年
は
削
除
し
た
か
ら
で

す
。
昨
年
か
ら
合
成
洗
剤
の
使

用
は
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
し

た
が
、
今
年
も
石
け
ん
よ
り
大

き
な
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

汚
れ
落
ち
は

本
当
に
よ
い
か

次
に
、
合
成
洗
剤
か
便
用
す

1 0
月
1
日
は

住
宅
統
計
調
査
の
日

十
月
一
日
に
は
、
全
国
一
斉
に

住
宅
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

市
内
で
は
、
二
百
五
十
三
調
査
区
、

約
六
千
五
百
世
帯
が
対
象
で
、
九

月
二
十
四
日
か
ら
調
査
員
が
調
査

票
の
配
付
に
お
伺
い
し
未
了
。

な
お
、
調
高
茫
記
入
さ
れ
た

事
柄
は
、
統
計
を
作
る
こ
と
だ
け

に
使
ラ
も
の
で
、
そ
の
ほ
か
の
目

的
に
使
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

安
心
し
て
ご
協
力
く
だ
さ
い
。（

企
画
課
）

子
ど
も
の
食
生
活
と

健
康
を
考
え
る
講
座

る
理
由
と
し
て
、
「
汚
れ
落
ち
が

よ
い
」
と
て
？
ハ
が
四
二
・
一

％
、
「
手
間
が
か
か
ら
な
い
」
。

「
い
た
だ
き
も
の
」
が
続
い
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
合
成
洗

剤
に
は
、
け
い
光
増
白
剤
な
ど

の
添
加
剤
が
含
毒
れ
て
お
り
、

増加つづく
合成洗剤

一消費生活アンケート調査からー

汚
れ
落
ち
の
点
て
、
本
当
に
性

能
が
よ
い
の
か
否
か
か
検
討
す

べ
き
と
思
わ
れ
ま
す
。

人
体
・
環
境
に
関
心

あ
る
石
け
ん
派

ま
た
、
石
け
ん
夕
使
用
す
る

理
由
と
し
て
、
「
人
体
へ
の
害

・
：
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
か
ら
正
午

▼
と
こ
ろ
・
：
小
倉
公
民
館
▼
定
員

・
・
・
3
0
人
▼
申
し
込
み
…
往
復
は
が

き
に
「
子
μ
も
の
食
生
活
と
健
康

か
考
え
る
講
座
受
講
希
望
」
と
明

記
し
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
書
い

て
9
月
3
0
日
ま

で
に
小
倉
公
民

館
（
〒
Ⅲ
小
倉

町
寺
内
9
1
・
容

⑩
4
″
り
8
7
）

へ
。
な
お
、
応

募
多
数
の
場
合

は
抽
選
で
す
▼

実
習
費
…
四
百

円
▼
保
育
・
：
ご

希
望
の
か
た
は
、

▼
日
程
・
内
容
・
：
下
表
▼
と
き
申
し
込
み
時
に
、

が
少
な
い
」
が
四
六
・
二
％
、

「
環
境
汚
染
が
少
な
い
」
が
四

一
・
二
％
で
、
合
成
洗
剤
か
使

用
す
る
人
と
は
違
っ
た
視
点
か

ら
の
理
由
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

少
な
く
な
い

’
合
洗

‘
の
皮
膚
障
害

合
成
洗
剤
使
用
に
よ
る
皮
膚

障
害
の
、
「
経
験
が
あ
る
」
と

い
’
又
は
四
五
・
九
％
で
、
昨

年
よ
り
Ｉ
〇
・
五
％
も
増
え
、

皮
府
障
害
の
多
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
経
験
が
な
い
」
と
答
え
た
人

は
五
三
・
一
言
で
す
。

八
月
に
、
厚
生
省
が
ま
と
め

た
家
庭
用
品
に
よ
る
健
康
被
害

報
告
で
も
、
ほ
と
ん
芦
か
皮
膚

障
害
。
こ
の
原
因
と
な
る
家
庭

用
・
閤
、
合
成
洗
剤
が
最
も
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

◇

合
成
洗
剤
の
使
用
理
由
の
中

で
、
「
汚
れ
落
ち
が
よ
い
」
が

一
番
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
市
で
は
本
当
に
そ
ラ
な
の

か
な
ど
に
つ
い
て
、
消
費
牛
活

モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
洗
濯
テ
ス
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
。
結
果
が
ま

と
ま
り
次
第
、
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
す
。

（
商
工
観
光
課
）

菅
亀
（
2
歳
以
上
）
の
氏
名
、

性
別
、
生
年
月
日
を
書
い
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
定
員
は
2
0
人
。

お
や
つ
代
一
人
三
百
円
。

（
小
倉
公
民
館
・
保
健
予
防
課
）

日糾 内容 講師
10／11

リ
命のリズムを生活の基本に

食品問題研究家

山崎万里きん

1018

日（）

子どもをとりまく食環境は①

～ゅがんだ食環境～ 新ｔＨ！センター保育園

栄養士水鴫敏子さん
10’25

4火）

子ｆもをとりまく食環境は②

～食品添加物～

11／7㈲ｍな食生活へのとりくみ

～子どもに食べさせたいもの～

食品問題研究家

山崎万里さん

Ｕ／Ｉ5Ｉ火）今日からできる食卓の工夫
保健予防課

下岡久美子栄養士

11／22

（火）
命をはぐくむ食生活とは

下岡久美子栄養士

斉藤洋子保健婦

238
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